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登録リスト（該当：94件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 信州上田学2023／地域キュレーションVol.2]	信州上田学2023／地域キュレーションVol.2	長野大学講義科目「信州上田学」(2023年度後期)を受講した学生たち(主に新入生が対象、3学部横断)の「地域キュレーション」(地域を探究しアウトプットする学び)のアウトカム集です。講義内容は「信州上田学2023①～④地域キュレーション」をご参照ください。

「学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)」それぞれのマイテーマにリンクしています。[ Vol.1 | Vol.2 ]


　No. ニックネーム／探究テーマ
　　　探究のねらい

	よう／地域交通と産業のつながり
交通インフラと産業は密接に関連していると考えたから。産業の発展には

	2024-02-16
	2	[image: 信州上田学2023／地域キュレーションVol.1]	信州上田学2023／地域キュレーションVol.1	長野大学講義科目「信州上田学」(2023年度後期)を受講した学生たち(主に新入生が対象、3学部横断)の「地域キュレーション」(地域を探究しアウトプットする学び)のアウトカム集です。講義内容は「信州上田学2023①～④地域キュレーション」をご参照ください。

「学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)」それぞれのマイテーマにリンクしています。[ Vol.1 | Vol.2 ]


　No. ニックネーム／探究テーマ
　　　探究のねらい

	こぶた／別所を盛り上げるには
サークルの関係で別所に行く機会が多々あるが、別所の魅力にまだ自分自身

	2024-02-16
	3	[image: 上田市の歴史を活かした観光]	上田市の歴史を活かした観光	海野町についてです。
この街は、江戸時代の旅籠づくりの建物と明治時代以降の養蚕が盛んな頃に建てれた家々が今も大切に保管されています。養蚕づくりに適した伝統的な造りをしており、1986年には「日本の道百選」に、 1987年には「重要伝統的建造物群保存地区」に選定され重要な文化財となっています。	2024-02-13
	4	[image: 無形の伝統を伝えるために]	無形の伝統を伝えるために	調査をしてみて、形のない伝統をただデジタルの形におこすのではなく、それらに込められた意味に思いをはせることも大事ではないかと感じた。込められた意味をデジタルアーカイブに盛り込むのは難しいかもしれないが、あらゆる角度からの資料をのこすことで、少しでも伝統に関わる人達の心が伝えられるのではないか。	2024-02-09
	5	[image: 学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)]	学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)	学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生) 
長野大学の地域科目「信州上田学A」2023を受講した学生が「信州上田」を接点として地域キュレーションした地域学習のアウトカムです。タイトルを選ぶとその学生のマイサイトを表示します(2024/02/15更新)。

各キュレーションの「マイテーマ」は次のページからご参照ください。[ Vol.1 | Vol.2 ]


▼社会福祉学部学生
		いちご／上田の食	

		しおり／上田の食べ物	

		な／上田の日本遺産について	

		るるる／塩田平の文化財	

		

	2024-02-05
	6	[image: 岳の幟]	岳の幟	岳の幟は別所地域で毎年七月の十五日に近い日曜日に行われる雨乞いの儀式である。五百年以上続く伝統の儀式である。国の重要無形民俗文化財や、日本遺産にも登録されている。岳の幟当日は夜明け前、幟の行列の担い手は別所温泉を出発し、夫神岳に登る。午前六時頃、夫神岳に祀られた九頭竜神の祠に住民代表が神事を行った後、岳の幟の布と、御神酒をお供えし、祝詞をあげ、地域の安全と五穀豊穣を祈願してお祓いを行い、午前六時半頃、登り流を先頭に四十本ほどの幟を立て、最後に降り竜がついて山を下る。途中から三十本ほどの幟が加わり、その後、三頭獅子、ささら踊りの一項と合流し、別所の温泉街を一巡する。	2024-01-31
	7	[image: 無形の伝統を遺すには]	無形の伝統を遺すには		2024-01-31
	8	[image: まとめ]	まとめ	ここまでいくつかお盆について紹介してきましたが、この季節行事一つとっても、今は「一つのイベント」ぐらいに感じている人も多いと思いますが、昔の人にとってはもっと大切な意味を持っていたことが分かります。
それに、今より娯楽が少ないであろう当時、このような季節や伝統に沿って行われてきた行事が、大きな楽しみであったのかもしれません。
皆さんもぜひ、地元や今住んでいる土地にあるお祭りや行事に関心を向けてみてはいかがでしょうか。	2024-01-31
	9	[image: ザザムシ、信州昆虫食調査を通して]	ザザムシ、信州昆虫食調査を通して	さて、信州の昆虫食レポートの最後を飾る食材はこちら。「ザザムシ」。私は長野県に来るまでこの食材を知らなかった。ザザムシとは伊那市にのみ残る伝統的な昆虫食だそうで、以前は長野県全体で食べられていたものの、残念ながら上田氏にはザザムシ漁の文化は残っていないらしい。今回ばかりは伊那市のレポートになってしまうのだが、それでも調査によって発見したことや気づきがあったので共有したい。改めてザザムシとはトビケラ、カワゲラ、ヘビトンボなど、川虫のうち食用にする幼虫の総称である。天竜川で最も「ざざむし漁」が盛んで、天竜川漁業組合が許可した漁師でないと漁を行うことができない、れっきとした産業である。山国である長野県では動物性タンパク質の確保が難しかったが、伊那市では川魚屋がザザムシを採集し、加	2024-01-29
	10	[image: 蜂の子]	蜂の子	前回に引き続き昆虫食を紹介する。今回は信州昆虫珍味の中でも特に美味しいと言われる機会が多く、一部の家庭では比較的常習的に食べられている蜂の子を調査した。
　信州で主に食べられている蜂の子はクロスズメバチの幼虫らしく、この種は地中に巣を作ることから「地蜂」とも呼ばれるそうだ。一部地域ではクロスズメバチを「スガレ」や「ヘボ」という特有の名称で呼ぶ地域もある。蜂を食べる行為は実は全国的に類似例が多く存在する。信州蜂食の中心地伊那市では蜂の子を採るために「蜂追い」なる独自的な伝統技法があり、これは生態系の文化的・供給サービスの代表的な例としてあげられるだろう。クロスズメバチが多く生息する中部地域でも地域によってその食慣行には差があり、食用としての蜂採取は信州内で、より積極的な動きが	2024-01-29
	11	[image: 信濃国分寺]	信濃国分寺	信濃国分寺は奈良時代に建立された寺であり長い歴史を持ちます。三重塔は国の重要文化財に指定されています。
1月には500年以上続いている伝統行事である｢八日堂縁日｣があり、多くの人でにぎわいます。八日堂縁日では、疫病や災難を避けて福を招くといわれる護符である蘇民将来符を手に入れることができます。	2024-01-25
	12	[image: 上田紬]	上田紬	長野県の上田市、飯田市、松本市、岡山市、駒ケ根市周辺などで生産されている絹織物の総称を「信州紬」という。
信州紬の種類として上田紬、飯田紬、伊那紬、松本紬の四種類ある。上田市の上田紬とは江戸時代に信州紬の中で最も有名だった紬の着物である。昔は愛染系の縞柄が基調の着物だったため、「上田縞」とも呼ばれていた。特徴として縞と格子柄で丈夫でしなやかな風合いである。
この上田紬の織りを体験できる場所として「織りの休日俱楽部」がある。そこではストールが作れる。一ヵ月に一回と開催日が少なく、参加費も一万二千円と高めではある。
このような体験は上田市に限らず、他の地域でも行われていることが分かった。
上田紬についてもう少し詳しく調べてみた。
生糸に適さない屑繭を真綿にし、 真綿からつむいだ紬糸	2024-01-23
	13	[image: 学生の地域探究テーマ2023]	学生の地域探究テーマ2023	【第3回課題10/19】信州上田学2023/マイサイトと探究テーマ　

▼社会福祉学部学生
1　長野県の自然
2　蚕都上田はどのようにして生まれたか
3　上田の地域の特徴から、福祉に活用できる社会資源を考える。
4　上田にある文化財について
5　上田市の特産物にはなにがあるのか、特産物と気候や地形との関係、特産物を使った料理について
6　上田市の食とそこから見る地域の特性
7　上田城の季節による変化
8　食と福祉（飲食店と社会福祉施設、養護施設との連携）
9　真田幸村と上田の関わり
10　なぜ上田には晴れが多いのか
11　別所温泉の自然風景とその風景に関する歴史学的・地理学的な知識
12　上田と福祉について
13　上田市内の地区の名前の由来について
14　上田市は子育てや生活をする上で、便利な地なのかどうか
15　上田市の子ど	2023-10-29
	14	[image: 海野宿、宿場から蚕種製造地へ]	海野宿、宿場から蚕種製造地へ	中山道の宿の一つ、海野宿は重伝建（重要伝統的建造物群保存地区）に指定されています。江戸時代は宿場として栄えましたが、明治期に入ると宿場としての役割は終わり、それぞれの家は蚕種製造民家として新たな形成が図られました。

明治20年代に多くの家屋が建て替えられています。宿場と解釈される方が多いですが、現在の街並みは蚕種製造民家群が残されたものです。ウダツが上がっているのも特徴です。信州蚕糸業遺産として広く知られて欲しい歴史遺産です。	2023-09-23
	15	[image: 馬肉うどん]	馬肉うどん	上田駅の近くにある「なかむらや」は、上田駅が開業した明治２１年に創業された伝統あるお店です。店内は、昔ながらの雰囲気だったり、多くのお客さんが食べに来たりしていて、愛されている場所だと感じました。

私は、信州の名物と言われている馬肉うどんを初めて食べました。馬肉は少し歯ごたえがあり、汁にも馬肉のだしが効いていてとても美味しかったです。	2023-05-09
	16	[image: 上田紬の現在]	上田紬の現在	これまで上田紬の歴史を振り返ってきたのですが、最後に現在の在り方についてまとめたいと思います。
現在着物市場は、ピーク時の6分の１となっており、織元も10分の1以下まで縮小しました。
そんな今でも小岩井紬工房さんを筆頭に、上田紬の伝統は受け継がれています。着物としての在り方以外にも、ポーチや財布、イヤリングなど現代の様式に合わせて様々な在り方に変わってきています。オンラインショップも導入しており、全国各地に速攻で届くようになっています。また、地域の学生と共同で上田紬のイベント開催も行っているようです。

今回の活動を振り返ると、上田紬を歴史的に見ると、時代の背景に準ずるように繁栄したり衰退している様子がとても興味深かったです。。しかし、現在は時代の流れに関係なくとも衰退の一途を辿っ	2023-02-01
	17	[image: 西川小扇八 (にしかわこせんぱち)]	西川小扇八 (にしかわこせんぱち)	上田地方だけでなく、広く東信地方から県内にかけて日本舞踊の普及に尽力した小扇八は、明治３８年東京浅草瓦かわら町に生まれました。小扇八（本名金子光みつ）の育った浅草界隈は、古くから歌舞音曲かぶおんぎょくの盛んな土地柄でした。生まれつき体の弱かった光を心配した両親は、健康のために芸事を身につけさようと、長唄や日本舞踊、華道、茶道など日本古来の伝統芸能を一通り習得させました。
　とりわけ光は日本舞踊に強く興味を示し、自ら進んで西川流に入門し、稽古に励みました。縁あって１８歳で結婚しますが、婚家になじまず実家に戻ります。浅草に戻った光は生涯進むべき道を日本舞踊と決め、西川扇五郎に師事します。再び踊りの世界に没頭し、厳しい稽古に耐え、艱難かんなんを克服して次第に頭角とうかくを現あらわ	2023-02-01
	18	[image: 上田のスポーツ]	上田のスポーツ	塩田地域では青年たちによるスポーツの大会が開かれており、競技は野球とバレーでした。記事の内容には競技のなかでのスポーツマンシップについてやどんなプレーがでたのかが書かれていました。
それとは別にも村の体育祭も開催されていました。多様な種目にわたるものになっており、おもしろい名前の競技もありました。「まずいっぷく」や「2百才リレー」などがとても興味をもちました。

また、現在でも上田オール西部というソフトボールチームが存在しています。大会に優勝し北海道での全国大会に行くことも書かれています。同様にバレーもママさんバレーとしてチームがあり、こちらも優勝を経て全国大会に行っています。これらも過去の歴史として地域で盛んだったスポーツの熱が残っていることが一つの地域の伝統なのではないでし	2023-02-01
	19	[image: 上田人気のご当地グルメ「美味だれ」]	上田人気のご当地グルメ「美味だれ」	引用元：https://oidareyakitori.jp/

上田市のご当地グルメとして有名な美味だれ焼き鳥。そこに使用されるニンニクが入った醤油ベースのたれはお土産としても人気です。

この製品のパッケージデザインには一目で上田らしさを感じられる六文銭が採用されています。また製品名のタイポグラフィーもシンプルながら伝統を売りにしていることが伝わる字体で、赤基調に黒文字といった色彩も真田を想起させてくれて、よく考えられたデザインだと感じました。	2023-01-27
	20	[image: 長野伝統のお菓子　みすゞ飴]	長野伝統のお菓子　みすゞ飴	引用元：https://misuzuame.com/sp/ame/

みすゞ飴は、国産果実を寒天・グラニュー糖・水飴で固めた、長野県の伝統的な乾燥ゼリー菓子です。
その歴史は長く、１００年も前から信州上田のちでも愛され続けています。


上田土産の代表格のような存在であるこの製品のデザインは、製品同様オレンジを基調とした色彩豊かなデザインで、また習字調のような少々独特な字体で印刷された商品名は、伝統を重んじ、歴史ある信州地域の名産らしさをある意味表しているようでなんともしっくりくるように感じます。パッケージデザインには製品に使用されている果実も印刷されており、一目見て商品の要素が伝わることも良さの一つでしょう。	2023-01-27
	21	[image: 上田紬のデザイン]	上田紬のデザイン	日本らしさが残るデザインになっているため、観光客の目にとまりやすいと感じた。また、近年では若者向けにデザインされるお土産が多い中、伝統的な要素が前面に出されている。

画像・資料参考元：みんなで作ろう信州上田デジタルマップ
投稿者名：あやか様	2023-01-26
	22	[image: 岳の幟]	岳の幟	塩田平の西辺に位置する別所温泉地区には、「岳の幟」と呼ぶ雨乞〔あまご〕いの祭りが伝わっています。この塩田地方は昔から水不足で大変悩まされてきた所で、灌漑〔かんがい〕用の溜〔ため〕池も多く造られ、雨乞い行事もいろいろ行われてきました。
ー中略ー
祭日は例年七月十五日(近年その日に近い日曜に変更)として、別所の上手〔わで〕・院内〔いんない〕・大湯〔おおゆ〕それに昭和四十九年大湯から独立した分去の四地区で、輪番〔りんばん〕に幟の役に当ります。夜明前に、上部に笹のついた竹竿と巻いた布を担いで夫神岳に登り、日の出と共に九頭竜神の石祠に布と神酒を供え、郷中の安全と五穀豊饒〔ごこくほうじょう〕を祈ります。
ー中略ー
支度を整えて日影公民館に待機をしていた三頭獅子とささら踊りの一行がそれに加わり	2023-01-25
	23	[image: 上田市マルチメディア情報センター]	上田市マルチメディア情報センター	上田市マルチメディア情報センターは、長野大学の少し上に位置している、情報化を総合的に支援する環境が整っている施設である。

●施設・概要
学生は無料で使用できる学習スペース、３Dプリンターがあり、アニメや映画などを２５０作品以上見ることができるPCが置かれていた。また子供や大人も活用できる学習空間がある。
他には教育支援や無線LAN有線LANの管理など地域にも貢献している施設である

●上田資料映像鑑賞
上田市の50年前の資料映像を見させていただいた。
そこでの貴重な映像を紹介する。

●「上田つむぎ」信越放送　1964年1月16日放送／上田紬／私たちの周辺
人手を要する養蚕は機械化をする必要はあるが、あまりにも機械化をしてしまうと伝統が欠如してしまう可能性があるとのこと。
手織りのものは個人に合わせて作	2023-01-12
	24	[image: 後期　前川課題発見ゼミ]	後期　前川課題発見ゼミ	1年後期　前川課題発見ゼミ
地域の特色・歴史を広めるために
J22103 渡辺己太朗
elaboration課題の提起
上田地域探検や、長野大学での講義を通していく中で、自分が今まで知っていた「真田」についてはもちろん、上田自由大学や蚕種業など、興味を引き立てられる歴史・特色が多いことを知った。これらについて自分の中で更に知識を深めたり、広めたいと思い今回の課題発見テーマとした。
なぜそうなのか？
上田は歴史ある町であり、多くの歴史的な場所や伝統的な文化が残っている。しかし、「真田氏」の話題性が高いことや上田市がそれをシンボルのように扱っていることや、単純に認知度が不足していることでその他の場所や物について視点が向きにくいということが原因だと思った。
何を探求するのか
・上田の魅力を伝えていく方法
・地元	2022-12-15
	25	[image: 受け継がれる蚕都の伝統]	受け継がれる蚕都の伝統	　今でも養蚕が盛んだったころのまま姿を残す建物がある。上田蚕種株式会社の建物である。
　また一方で、新しい施設に「サント(蚕都)」と名付けられた例もある。「上田市交流文化芸術センター サントミューゼ」はホール、美術館の他に交流芝生広場があり住民の憩いの場となっている。	2022-12-01
	26	[image: 上田市における蚕を活かした都市開発]	上田市における蚕を活かした都市開発	上田市の景観形成における蚕の役割として、蚕都としての歴史性を重視するというものがある。上田市の景観計画の一部として、かつて栄えていた城下町や養蚕が盛んであった地域周辺の家屋、並びに歴史的資産や街並みの保全をしながら活用することを都市計画の一部に組み込んでいる。特に、建築物や工作物においては蚕室造りといった伝統的な様式の建築物を継承または意匠することを景観における基準としている。また、色彩においても蚕都としての風情を感じることができる落ち着いた色調を求めている。	2022-11-30
	27	[image: そばが有名なワケ]	そばが有名なワケ	長野県といえば信州そばというほどに、そばは長野県の代表的な郷土食です。
郷土食として根付いたのは、やはり各地でそばが栽培されてきたことにあります。

冷涼な気候や狭い土地など、米や小麦が栽培しづらい高冷地に適した農産物として育てられてきたのがそばでした。

そのはじまりを調べると、多く登場するのが山岳修験道の開祖で、奈良時代に活躍した役小角（えんのおづぬ）です。
役小角ら修行僧が携行食としていたそばの実を村人に伝え、栽培方法とともに広がったという伝説が各地に残ります。

昼夜の寒暖差が大きい長野県では、澱粉がしっかりと熟成したおいしいそばを育てることができます。
そばは、主にそば粉と水からつくられるものです。
そして茹であがったそばは冷えたたっぷりの水でぎゅっと締められます。
いま	2022-11-30
	28	[image: 小岩井紬工房さん]	小岩井紬工房さん	今回、小岩井紬工房さんで工房の見学と上田紬についてお話を伺いました。
小岩井紬工房さんは上田紬の伝統である縞・格子柄のほかに、上田市ならではの信州上田産のりんごの樹皮を用いて染めた林檎染や上田城跡公園の桜で染めた桜染など様々な種類の上田紬が販売されています。
また、着物や帯だけでなく現代のニーズに合わせて上田紬のネクタイやカードケース、ハンドバッグなども販売されています。

工房見学だけでなく、花瓶敷織り体験（所要時間40分・2500円）、『織りの休日倶楽部』など実際に制作を体験することもできます。詳しくは小岩井紬工房HPをチェック！	2022-11-13
	29	[image: 風格ある下之郷公民館]	風格ある下之郷公民館	選挙のために訪れた下之郷公民館。道路の向かいには、生島足島神社がある。公民館というと、割とモダンなイメージがあったため、お寺や伝統のある民家のような風格のある建物に驚いた。	2022-10-30
	30	[image: 上田駅近くの居酒屋]	上田駅近くの居酒屋	場所は比較的隠れていて、上田駅前ロイヤルホテルのマイナス1階にあります。めっちゃ美味しかった、居酒屋の名前は「はなの夢」です。当時は一人で食べに行っていたので、一人で食べるのもいいです。みんなで会食するならもっといい選択です。日本の伝統的な居酒屋の内装であり、海鮮の種類も多いグルメを選ぶことができます。	2022-10-18
	31	[image: サマーウォーズ編]	サマーウォーズ編	上田市観光会館に行きました。
2階には有名人のサインがたくさん並んでおり、その中にサマーウォーズの監督である細田守さんのサインもありました。サマーウォーズのキャラクターのパネルが飾られており、サマーウォーズファンには嬉しい空間になっていました。また、サマーウォーズノートという細田守監督が直筆したノートには、サマーウォーズファンのイラストやメッセージが書かれています。「上田市にずっと訪れてみたかった！」「来てよかった！」というメッセージが多くあり、地元民としてとても誇らしく思いました。中には外国人からのメッセージもありました。直筆のイラストや文字を残せる点が、アナログならではの良さだと感じました。このノートを見たいと思った方は、ぜひ上田市観光会館に訪れてみてください。
こういっ	2022-08-10
	32	[image: 能『須賀源氏』を観る]	能『須賀源氏』を観る	★国立能楽堂

2022/05/20、国立能楽堂に狂言『右流左止(うるさし)』と能『須磨源氏』(観世流)を観に行きました。国立能楽堂は、コロナ禍以前に訪れたきりなので本当に久しぶりです。コロナ禍のせいか、比較的来場者数が少なく、おかげで正面のよい座席で鑑賞することができました。

改めて狂言のよさを感じました。言葉が明瞭で、かつ明朗な発声で自分の素性を名乗り、語り合うのが小気味よい。いつも思うことながら室町時代の言葉が現代においても音声のみではっきりと聞き取れるのが不思議です。

能『須磨源氏』は、『源氏物語』の光源氏を話題とした物語。藤原興範（ふじわらのおきのり)と名乗る人物(シテ)と木こりの老人が目の前にある若い木は光源氏にゆかりがあることを語ると、光源氏の	2022-05-22
	33	[image: 生島足島神社御柱祭]	生島足島神社御柱祭	7年に一度行われる御柱祭。ここ上田の地では生島足島神社が実施している。
山からご神木となる数本の大木を神社まで運ぶ。
コロナ禍ではあるが、多くの人々が観覧していた。静寂の中に、伝統行事実施による盛り上がりを感じた。	2022-05-11
	34	[image: 松本てまり]	松本てまり	松本てまりは伝統的な民芸品であり、市内のマンホールのふたにもその絵柄が使われている。
実家に戻った際に、玄関をみてみると少し埃をかぶった松本てまりを発見した。鮮やかな色合いと手作りの温かみが感じられるつくりになっている。	2022-05-10
	35	[image: 八幡宮（小諸）]	八幡宮（小諸）	小諸市立野岸小学校に隣接した、大きな御神木ととても古い建物が特徴的な神社。「八朔相撲」という伝統行事が行われる土俵があり、毎年行事の時は、子供たちが相撲をとる姿が見られる。
やはり、境内に入ると目には入るのが大きな御神木でその迫力と静かな境内に心を癒されます。	2022-05-10
	36	[image: まとめ・参考文献]	まとめ・参考文献	【まとめ】
今回は本を読む時間をとることができなく、ネットでの情報のみとなりましたが、楽しみながら調べることが出来ました。しかし物語についての情報はあったのですが、詳しい情報はすぐに見つけるのが難しく、計画的にやっておくべきだったと後悔しました。

【参考文献】2022/2/15参照
祈り岩〔源平屋島合戦古戦場〕｜高松市
https://www.city.takamatsu.kagawa.jp/kurashi/kosodate/bunka/bunkazai/shiteibunkazai/shiseki/inoriiwa.html
扇の的弓道大会｜日光の伝統行事｜日光観光ライブ情報局
http://nikko.4-seasons.jp/festival/function_detail.shtml?0:41
郷土の誉れ那須与一｜大田原市
https://www.city.ohtawara.tochigi.jp/docs/2013082771858/
玄性寺 大田原市観光協会 栃木県大田原市の観光案内
https://www.ohtawara.info/spot_detail.html?id=6
那須与一が愛したお寺：即成院｜レンタサイクル京都ecoトリップ	2022-02-15
	37	[image: イナゴを食べる]	イナゴを食べる	平成 25 年 12 月に、「和食；日本人の伝統的な食文化」がユネスコの無形文化遺産に登録されました。
長野県の伝統的な食文化であるイナゴについてもおいしく食べて楽しく学ぼう！


〈農林水産省も推奨！！イナゴの佃煮の作り方〉

１　いなごは熱湯をかけ、足と羽を取り、よく水洗いし、水切りをする。

２　熱したフライパンにいなごを入れ、弱火で3～5分空煎りする。

3　鍋に砂糖・醤油・酒を入れて煮立て、いなごを入れ、強火で煎り煮する。

4　汁気がなくなる直前に、みりんを入れ照りをだす。

5　汁気がなくなったら火を止めて塩をからめる。（カラっとする）

6　※いなごの足はすり鉢ですりつぶし味噌、砂糖などお好みの味でいなご味噌を作る。

7　※いなごの下処理の別法：いなごをとった布袋のまま、熱湯でゆでた後、	2022-02-15
	38	[image: 6　まとめ]	6　まとめ	明治～大正時代の文化や生活について調べていて、西洋の文化が取り入れられ現代つながる様々な変化が訪れたことを知り大変興味深く思いました。伝統や文化的特徴が残るというのは、そのもの自体に価値があることの証明なのだと感じました。
上田市も建築や鉄道開発などの点で影響を受けており、養蚕業で発展した街がさらに賑わうことの一助となりました。「蚕都上田」と呼ばれる当時の上田市は、金融業も盛んであり、資料で見てみると街の中の銀行の多さが如実にそれを表しています。製糸業の盛んな街には銀行の数が多いのも大きな特色なのだと思われます。

この探求を通して、上田市の文化的特徴や、当時の観光、産業の発展について深く知ることが出来ました。現在の上田市は、観光都市として発展しているわけではありませんが、こ	2022-02-10
	39	[image: 上田紬×町歩きイベント実行委員会]	上田紬×町歩きイベント実行委員会	上田紬×街歩きイベント実行委員
大学生が実行委員となり、上田紬を着て柳町や上田城跡公園で街歩きをするイベントを開催している。

こういった上田紬が現代の日常に溶け込むよう様々な取り組みが数多く行われている。特に若者に向けての着付けのイベントや、上田紬が使われた小物などの販売が多い。若者をターゲットにすることで質の良い紬の良さがSNSなどで広まり、良い宣伝効果になるだろう。しかしまだまだ上田紬の認知度は低い。認知度をあげるには、実際その質の良さや繊細な作りを肌身で感じてもらえることがやはり大きいと考える。ゆえに着付けのイベントは普段味わえないことが楽しめる貴重なイベントだと感じる。また一回きりで終わるのではなく、リピートしてもらうことも大切だ。例えば二度目以降の参加で着付けの料金割	2022-02-09
	40	[image: 上田紬について④]	上田紬について④	上田紬の現在

上田紬はまだまだ認知度が低い。しかし現代で上田紬が親しまれるように、以下のようなものが行われている。

○上田紬イベントのインスタhttps://instagram.com/kimono_ev?utm_medium=copy_link

〇サントミューゼ
好きな色の糸を使いオリジナルコースターがつくれる上田紬の手織り体験ワークショップhttps://www.santomyuze.com/museumevent/morris_uedatsumugi/

〇小岩井紬工房
キモノマルシェや着物塾など、年間を通して様々な世代の人と関われるイベントを開催している。このキモノマルシェでは長野大学や信州大学の繊維学部など多くの大学生も参加した。
http://www13.ueda.ne.jp/~koiwai-tsumugi/ibent.html
https://ueda-navi.jp/archives/614

〇上田紬×街歩きイベント実行委員
大学生が実行委員となり、上田紬を着て柳町や上田城跡公園で街歩きをするイベントを開催してい	2022-02-09
	41	[image: 上田紬の現在]	上田紬の現在	上田紬の現在
上田紬はまだまだ認知度が低い。しかし現代で上田紬が親しまれるように、以下のようなものが行われている。
○現代の上田紬イベントのインスタhttps://instagram.com/kimono_ev?utm_medium=copy_link
上田紬の魅力をもっと知ってもらうために
サントミューゼ
好きな色の糸を使いオリジナルコースターがつくれる上田紬の手織り体験ワークショップhttps://www.santomyuze.com/museumevent/morris_uedatsumugi/
小岩井紬工房
キモノマルシェや着物塾など、年間を通して様々な世代の人と関われるイベントを開催している。このキモノマルシェでは長野大学や信州大学の繊維学部など多くの大学生も参加した。
http://www13.ueda.ne.jp/~koiwai-tsumugi/ibent.html
https://ueda-navi.jp/archives/614
上田紬×街歩きイベント実行委員
大学生が実行委員となり、上田紬を着て柳町や上田城跡公園で	2022-02-08
	42	[image: 上田紬の現在]	上田紬の現在	上田紬はまだまだ認知度が低い。しかし現代で上田紬が親しまれるように、以下のようなものが行われている。
○現代の上田紬イベントのインスタhttps://instagram.com/kimono_ev?utm_medium=copy_link
上田紬の魅力をもっと知ってもらうために
サントミューゼ
好きな色の糸を使いオリジナルコースターがつくれる上田紬の手織り体験ワークショップhttps://www.santomyuze.com/museumevent/morris_uedatsumugi/
小岩井紬工房
キモノマルシェや着物塾など、年間を通して様々な世代の人と関われるイベントを開催している。このキモノマルシェでは長野大学や信州大学の繊維学部など多くの大学生も参加した。
http://www13.ueda.ne.jp/~koiwai-tsumugi/ibent.html
https://ueda-navi.jp/archives/614
上田紬×街歩きイベント実行委員
大学生が実行委員となり、上田紬を着て柳町や上田城跡公園で街歩きをする	2022-02-08
	43	[image: 調べてみて]	調べてみて	農民美術といっても一括りに出来ない程、様々な作品がありました。この伝統的文化をもっと皆さんに知ってもらうためにも、看板に使うなど町全体で協力しているのもとてもいいと思いました。制作体験ができる場所もあるので興味が出た方はぜひ調べていてください。	2022-02-02
	44	[image: 上田紬について①]	上田紬について①	〇紬とは
紬とは、紬糸を平織りにした絹織物で作られた着物のこと。 絹特有の光沢を持つ生糸とは違い、紬糸で織られた生地は落ち着いた光沢と凹凸のある表面で独特の風合いがある。 丈夫で軽く、普段着やちょっとしたおしゃれ着におすすめな着物で、最初はかっちりとした着心地ですが、着慣れるほどに柔らかく馴染んできます。簡単に言うと、糸を先に染めたあとに布を織る絹織物でかつ、カジュアル
用のきもののことです。

〇上田紬の魅力
目の細かい糸使いでしっかりと織り込まれていて丈夫で強い。縞・格子柄が多く、　シンプルで飽きのこないデザインで江戸時代から織り継がれている。また、大島紬や結城紬と並ぶ日本の三大紬として知られ、紬の中でも軽くて丈夫なことから全国で広く愛用されてきた。


〇上田紬の歴史
今から	2022-01-27
	45	[image: つけば漁]	つけば漁	　「つけば漁」とは、江戸時代から続いている伝統的な漁法。

　群馬県で一、二箇所、長野県でも犀川、高瀬川などの数本の川でしか行われていない珍しい漁法。最も盛んなのがここ千曲川のある上小地区。この漁法は、魚が産卵したがる「つけば」を人工的に作り、産卵のためそこに集まった魚を投網で捕らえるもの。

　しかし、この漁を行うには、きれいな砂利の管理が必要らしく、1日に2・3回、朝は5時から始まって掃除をしているらしい。

・「つけば」とは、『種付け場（産卵場）』がその名の由来

＜参考＞
「千曲川の伝統漁法「つけば」つけば小屋で川魚を味わう」うえだトリップなび
（https://ueda-kanko.or.jp/blog/special_tsukeba/） （2022-1-24 閲覧）	2022-01-26
	46	[image: 山口大根]	山口大根	山口大根は今から400年前（江戸時代）から栽培されている伝統野菜。電球型で、水気が少ないのが特徴的だそう。熱を加えると甘みが増し、天ぷらにすると美味しいらしい。機会があれば是非食べてみたい。	2022-01-25
	47	[image: 上田紬のお店]	上田紬のお店	お土産屋さんを探していたところ、この看板を見つけました。中から機織り機の音がしたので、気になりお邪魔したのですが休業日でした…。伝統工芸品の上田紬の機織り体験もできるのだとか。(予約優先)
外ではお茶もできます。

生糸を経糸に、真綿からつむいだ紬糸を緯糸にして織りなされる上田紬は、絹の心地よい感触や、独特の光沢を楽しめます。	2021-11-17
	48	[image: 2020信州上田学Aふり返りまとめ]	2020信州上田学Aふり返りまとめ	▼全体まとめと成果	2020信州上田学A講義録（担当教員：前川道博）
	信州上田学A2020⑭オンライン発表会記録 2020/07/29
	>信州上田学2020/学びの成果発表会(信州上田学A/B合同) 2021/01/24
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▼学生受講生のマイサイト
ニックネーム、テーマと内容は一致していないケースがあります。	上田の食

	2021-10-06
	49	[image: 醋屋（すや）呉服店]	醋屋（すや）呉服店	この写真は、海野町商店街にあるすや呉服店が所蔵する一枚である。

日本の伝統的な着物を身にまとい、まっすぐ立っている男性は、醋屋呉服店の主人の御遺族である。
瓦屋根の建物の入り口の上に「二五三番」と書かれている。これは住所を表示している。その上の提灯に書かれてる文字は濁って読めない。	2021-07-24
	50	[image: 信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から]	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から（講演採録全文）
 講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
▼元の講演はコチラ
https://youtu.be/yS-xdWDMTwE?t=2779

 信州学「信州の蚕糸業とシルクロード」講座 第2回
　2016年10月6日／まちなかキャンパスうえだ


【１】蚕糸業って何？　蚕種製造、養蚕、製糸

■そもそも蚕糸業とは？

　今回、この講座は、多くの方に、後からも学習していただけるように、ということで、オンデマンド配信することを想定していますので、全く初めての方がこれを見ると「えっ？　蚕糸業って何？」、そういう基本的な疑問ですね。これを最初の方は誰もわからないわけです。その辺のところも含めてお話をさせていただきたいと思います。
[image: ]	2021-07-15
	51	[image: 米沢織]	米沢織	伝統的な米沢織は自然の染料を用いた草木染で、優しい風合いで有名です。近年では、伝統的な絹織物だけでなく、コットンや化学繊維なども組み合わせた様々な生地が作られています。高い技術は、世界的にも注目されており、海外の有名ブランドからの発注も増えています。
鷹山堂では、この米沢織を使った商品がたくさん売られています。	2021-05-05
	52	[image: 笹野一刀彫]	笹野一刀彫	材料となるコシアブラの木をサルキリと呼ばれる独特の刃物で彫り上げていく伝統工芸品。鷹をかたどったおたかぽっぽが有名ですが、その他に鶏や梟、干支などその種類は数十種類になります。小学校の授業で体験を行ったりします。	2021-05-05
	53	[image: 保野の市神]	保野の市神	今回の街歩きで初めて発見したが、上田に住んで以来の疑問を解決できる発端になった。保野という地域では、昔に市場が開かれておりその市場ががあった跡である。市神とは市場が安全に開かれるために見守る神様のことである。夏場にこの地域にお神輿があるが、地域の伝統的なお祭りが開かれていることに関連していると思った。	2021-05-03
	54	[image: 長野県にはどうして美術館多いの？]	長野県にはどうして美術館多いの？	長野県には美術館が多いとよく聞きます。実際どのくらい美術館があるのか、どうして美術館が多いのかを調べてみました。

〈美術館の数〉
全国の美術館数は1,064館で、人口10万人あたり0.84館です。美術館数が最も多いのは長野県で人口10万人あたり5.24館(偏差値96.1)と全国平均の6.3倍。総数ベースで見ても長野県の110館は全国最多で、日本の美術館の約10%が長野県に集中しています。

〈どうして美術館が多いのか〉
◆振興策
戦前、長野県が教育県と謳われた時代の名残からか、現在でも芸術・文化の振興に関しては精力的です。県民の意識調査でも、学力実態に伴って教育県としての自覚が削がれている一方で、芸術・文化面での関心は高いです。そのため、内部からの需要が高いです。

◆避暑地
長野県は全国の中でも比較的乾燥した中央高地式	2021-01-31
	55	[image: 私の地域探求テーマ一覧(情報通信文化論2020)]	私の地域探求テーマ一覧(情報通信文化論2020)	長野大学の講義科目「情報通信文化論2020」（講義担当：前川道博）では、情報通信文化の根幹をなす文化伝承・知識伝承を概念的に学ぶだけではなく、受講生たちに自ら文化伝承・知識伝承による「キュレーション型」の学びを実践してもらいました。地域循環型社会にシフトしつつ現代においては、自ら問いを立て、一次資料に当たったり、地域に赴いて自ら得たデータを新たな一次資料とし、主体的に探求していくことが求められます。その学習プロセスが文化伝承・知識伝承に他なりません。
それらの課題探求テーマと成果を以下のマイサイトからカテゴリ「私の地域探求」を選んで御参照ください。

＜私の地域探求テーマ一覧＞
1 舌喰池の名前の由来(LGTMのサイト)
2 	2021-01-28
	56	[image: 尾澤木彫美術館]	尾澤木彫美術館	この写真は、上田市にある尾澤木彫美術館に訪れた際に撮影したもの。

尾澤木彫美術館では、農民美術の第1人者である、尾澤千春・敏春父子が製作した木彫作品の他、他国で制作された農民美術の作品が展示されている。
世界各国から集められた1200点の木彫り人形は、その国それぞれの特徴がみられ、とても見ごたえがある。	2021-01-27
	57	[image: 上田紬　伝統の技]	上田紬　伝統の技	この動画は「上田市マルチメディア情報/上田紬　伝統の技に歴史の風合いが息づく」　

この動画では以下のことについて知ることができた。

・上田紬の伝統的なつくり方。
・昔は手つむぎという手法で糸を紡いでいたこと。
・柄を計算する縞割りという技法。

その他にも上田紬ができる工程を細かく説明されているため、ぜひ動画を確認してほしい。
昔の人がどれだけこだわりを持って作っていたのか知ることができた。	2021-01-26
	58	[image: 各国の農民美術]	各国の農民美術	この資料には、各国の農民美術の写真や特色が記されている。

スカンディナヴィア…縞や繪模様を織り出した手織りの壁掛、唐草の浮彫の大家具、草花などの模様を刺繍したクッションの胴着など
イタリ―(イタリア)…繪や模様を打ち出した金銀細工、青と黄で彩られた素焼の陶器、レース、手織物、木工品等
フランス…レースや白糸刺繍、オーストラリー・ハンガリーに於ける金属、貝などを篏入した木材工芸品など

各国の農民美術の作品には、日本と違った特色が多くみられる。同じ農民美術であっても、様々な特色があり、とても面白い。

参照した資料▼
国立国会図書館デジタルコレクション
児童百科.22(美術教育篇)157/308	2021-01-26
	59	[image: 韓国民俗村を調べて]	韓国民俗村を調べて	https://www.youtube.com/watch?v=t56BXJEDdps&feature=youtu.be

韓国民俗村は韓国の民俗的な生活を総合的にリアルに再現しているテーマパークです。 韓国の伝統文化を見て体験できる場所で、昔の姿をそのまま維持しているかのように鬱蒼とした木と澄んだ小川がうねうねとした心地よい盆地に朝鮮時代500年の生活ぶりを再現しています。 そしてここの名物であると同時に一番お勧めしたいことはここで働いているアルバイト生たちと楽しめる様々な体験です。 実際に過去にあった朝鮮時代の日常生活を面白く再現し、観光客が直接参加して様々な状況劇が体験できます。	2021-01-26
	60	[image: 当時の八日堂縁日の様子]	当時の八日堂縁日の様子	この絵は昔の八日堂縁日の様子を描いたものである。この絵の中に人は３６３人描かれているが、現代ではこの地域に住む多くの方は八日堂縁日に行っている。昔から伝わる伝統的なお祭りである。	2021-01-25
	61	[image: 信濃国分寺資料館]	信濃国分寺資料館	信濃国分寺資料館は国道１８号線沿いにある。ここには信濃国分寺跡に関する資料を中心に、文化財はもちろん、伝統的なお祭り（八日堂縁日）に関する資料などが多く保管されている。
この地域のこれまでの歴史を学ぶ場として利用ができる。	2021-01-25
	62	[image: 上田市の伝統工芸について]	上田市の伝統工芸について	私は、上田市の伝統工芸について調べようと思う。

上田市の伝統工芸といえば、上田紬と農民美術の二つが挙げられる。上田紬は江戸時代から、農民美術は大正時代から今現在まで大切に受け継がれてきた。私は、この魅力ある上田市の伝統工芸についてさらに深く知りたいと思い、このテーマを選んだ。主に農民美術について調べようと思う。

インターネットだけでなく、図書館などの施設も利用し、調べていきたいと思う。	2020-12-21
	63	[image: 私の地域探求]	私の地域探求	＊地域探求テーマ
群馬県で有名な伝統工芸品「だるま」の歴史

＊なぜそのテーマを選んだか
大学1年生の時から、群馬から上田に通学していて、主な生活拠点が群馬になる。上田に行って何かを詳しく調べるということがしにくいため調べる地域を群馬としたい。群馬には、いたるところに大小さまざまで片目がないだるまが置いてあって、「高崎だるま」と呼ばれている。群馬でだるまで有名であるその背景や、現在のだるまの使われ方、街のどこに置いてあるかなど、調べてみたいと思ったから。

＊何を探求しアウトプット化するか
・群馬のだるま文化の歴史・現在のだるまの在り方について（種類や用途など）

＊具体的にどのような資料を調べるか
・文献（群馬県立図書館）
・街にあるだるまの実物

＊補足
余裕があれば
上田市の農民	2020-12-21
	64	[image: 上田探索２　まとめ]	上田探索２　まとめ	県内に住んでいながらも上田の町並みをこんなに探索できると思っていませんでした。
身近に立ち寄れる場所に、真田の時代からある道が残されていたり、伝統のある老舗が立ち並んでいる街というのは本当に貴重だと思います。四季折々で楽しめる点が多いため、観光客や地元の人に愛されているんだと感じました。	2020-11-04
	65	[image: 山本鼎／農民美術 農の心ここに輝く]	山本鼎／農民美術 農の心ここに輝く	

山本鼎(やまもとかなえ 1882～1946)が起こした農民美術運動を解説した映像コンテンツ。30分。
制作：上田市/上田市マルチメディア情報センター、2000年制作。
著作：上田市/財団法人地域創造

こちらには上田市マルチメディア情報センターがYouTubeに公開した映像コンテンツをリンクし再掲しています。	2020-08-19
	66	[image: 阿奈志神社]	阿奈志神社	愛知県美浜町にある神社。
日本武尊を祀っている。
創建年は不詳だが、「張洲府志」によると、1186年に従三位阿奈志天神の位階を授かったと書かれている。
小学生の時には、敷地内の奥を秘密基地としてたくさん訪れていた。中学三年生の春にあったお祭りでは、伝統的な出し物に主役として参加した。	2020-08-09
	67	[image: 散歩中に発見した石碑]	散歩中に発見した石碑	道祖神を祀る石と文字碑であり、長野県内でも最も確認数が多いのが佐久市である。
無加工の自然石を道祖神と名付けて祀っているそうだ。
文字碑と双体像が一緒になっており、古くからの石神信仰が想定されるうるものである。
また、この地区に伝わる道祖神祭りという夏の行事にも関りがあると考えられ、発祥については不明点が多いものの佐久市内でも最古の行事のうちの一つであるという説もある。	2020-08-06
	68	[image: みすゞ飴本舗]	みすゞ飴本舗	100年以上の歴史があるここ「みすゞ飴本舗」では信州の伝統であるみすゞ飴を販売しています。飴だけでなく、四季のジャムやゼリーな様々な果実の風味を楽しむことができます。また、お店は大正13年から現存している歴史ある建築物であり、店内も大正の雰囲気が味わえる素敵な空間でした。ぜひ、訪れてみてください。	2020-07-21
	69	[image: 上田にモリス先生来訪]	上田にモリス先生来訪	2019/11/30、千葉大学のマーティン・モリス先生が上田に来訪されました。翌日12/1のまちなかキャンパス講座「わたしたちの地域マップをつくる第３回」の講師を引き受けていただき、その前日のこの日、塩尻地区のある古い民家を地元の方々と見聞させていただきました。モリス先生はイギリス出身ですが、驚くほど日本の伝統建築に詳しく、訪問先の室内を簡易的に測定し、建築上の特徴などからその年代の推定までされていました。

少し驚いたのはフィートのメジャーで寸法を測り始めたこと。「あれあれメートルでなくていいの？」と思いましたが、よくよく考えてみればフィートと尺の単位は極めて近似しており、尺のメジャーの代わりにフィートのメジャーを使っているのだとわかりました。なるほど！です。

モリス先生は、長年上塩尻を研究	2020-07-18
	70	[image: 「UEDA SILK展」で気づく上田紬のカジュアル感]	「UEDA SILK展」で気づく上田紬のカジュアル感	2019/9/27、上田市武石にある武石ともしび博物館に「UEDA SILK展」を見に行ってきました。8/2～10/27の期間開催されています。

武石ともしび博物館は武石地区の小高い丘の上にあり、立派な日本庭園を備えた回遊式の博物館です。大きく３棟に分かれています。

「UEDA SILK展」では上田紬をメインに、上田の蚕種・養蚕などに関わる展示もされていました。上田紬の展示は、小岩井紬工房の小岩井カリナさんの作品を中心に構成されていました。「紬」と言えば、結城紬、大島紬が有名です。「日本三大紬」と呼ばれることもあります。では３つ目の紬はと言うと、地元上田の方でも知らない方がいます。もちろん「上田紬」です。なぜ、結城紬、大島紬に対して、上田紬の知名度が低いのか。上田の活性化ということからも、地元の伝統工芸の発展ということ	2020-07-18
	71	[image: ようこそ上田　上田のつるし飾り]	ようこそ上田　上田のつるし飾り	

上田へようこそ！
「季節のつるし飾りと人形展2014」の取材記録です。
上田には初節句を迎えた女の子の健やかな成長や幸せを願ってつるし飾りを贈る風習がありました。上田のつるし飾りは押しびな（平べったい形状の雛飾り）に特色があります。
語り手：下谷よし枝さん（上田さくら会会長）

会場の旧上田市立図書館（当時は蚕都上田館)は、耐震性の問題があるため、現在は閉館となっています。
（制作：マクティ〔長野大学映像サークル〕　2014年4月）	2020-07-12
	72	[image: 地域に愛される上田紬とは]	地域に愛される上田紬とは	藤本つむぎ工房の店内の様子です。長野県の工房の特徴として、分業制で作られている傾向は少なく、一つの工房で全ての工程を行うことが多いようです。この作業形態も他の地域とは異なる長野県の人や地域の特性であることを意味しています。店内には職人さんが心を込めて作った、様々な色や魅力的な柄の上田紬があります。時代の変化とともに、地域に愛され続けている伝統工芸品です。	2020-06-23
	73	[image: 藤本つむぎ工房]	藤本つむぎ工房	上田市常田にある藤本つむぎ工房では、機械織りによる上田紬が作られています。1661年に蚕種の生業に携わることとなったのが藤本つむぎ工房の始まりでした。400年近くの年を重ねて歴史と伝統を受け継いできたお店です。	2020-06-23
	74	[image: 信州味噌の魅力と味わい]	信州味噌の魅力と味わい	武田味噌の店内の様子です。味噌の生産が全国1位の長野県では、主に信州味噌の生産に力を入れています。店内には様々な味噌が陳列されており、味噌に使用されている大豆は全て北海道や塩田などでとれた国産のものです。長野県の寒い気候を生かした1月に行う寒仕込みという伝統的な手法が用いられています。大豆や塩麹、そして熟成期間の違いで多様な味に変化する味噌をぜひ、味わってみて下さい。	2020-06-23
	75	[image: 上田の伝統を学ぶ(上田探検1)]	上田の伝統を学ぶ(上田探検1)	ねらい　探検を通して、まだ知らない上田の街を知る。特に、伝統に関わりのあるものを見つける。
今回は下之郷～塩田あたりを歩いて探した。
いきなり伝統に結び付けるのは困難だと判断したため、歴史的建造物を中心に探求を行った。	2020-06-23
	76	[image: 栄屋工芸店]	栄屋工芸店	皆さんは上田市の伝統工芸である農民美術を知っていますか。大正時代から冬の時期の副業として誕生し、現存している歴史ある工芸です。現在は、市民の方にインテリアとしても愛用されています。

栄屋工芸店では、職人の方が作られた様々な作品があります。一つとして同じものはなく、どれも魅力的な作品でした。ぜひ、訪れて見て下さい。	2020-06-01
	77	[image: 三大紬　上田紬]	三大紬　上田紬	上田市の伝統工芸として上田紬を手織りしてるところや上田紬で作られた財布や服を買うことが出来ます。	2020-05-26
	78	[image: 昔からの伝統　蚕都上田]	昔からの伝統　蚕都上田	昔から産業とされてきた珍しい蚕をみることができます。また蚕の加工の仕方や蚕を使った現代風のアートが展示されており蚕についてもっと知りたくなるスポットです。	2020-05-26
	79	[image: 生島足島神社の池]	生島足島神社の池	生きとし生けるものに生命力を与える「生島大神」と、生きとし生けるものに満足を与える「足島大神」の二神が祀られている神社。
池には多くの量の鯉が泳いでいる。また、100円で鯉のえさを買うこともできる。豪快にえさを与えてみた所、二枚目の写真のようになった。かなりの勢いで驚いた。	2020-05-26
	80	[image: 信州銘醸]	信州銘醸	信州銘醸では喜久盛という日本酒を製造しています。上田市のほかの酒造は大通りから少し奥まった場所にありますが、信州銘醸は大通りに面していてアクセスがしやすくなっています。1834年からの歴史があり昔ながらの製法を大切にしています。全国新酒鑑評会では金賞を16回、長野県1位を連続8年受賞するなど全国レベルの日本酒であるといえます。おいしい日本酒が飲みたいという方にはぜひおすすめです。	2020-05-26
	81	[image: 和田龍酒造]	和田龍酒造	和田龍酒造では、社名である和田龍登水という日本酒を造っています。水を登る龍ってかっこよくて、一度は飲んでみたいと思いますね。フルーツのような甘く優しい香りと味です。ここでは”お酒は対話商品である”というコンセプトのもと造る側とお客さんとの対話を大切にしているそうです。アクセスはあまりよくありませんが日本酒についてよく知らないけど買って飲んでみたいという人にはぜひ和田龍酒造を訪れることをお勧めします。	2020-05-26
	82	[image: 沓掛酒造　郷の蔵]	沓掛酒造　郷の蔵	「沓掛」これは何て読むかわかりますか？私は読めませんでした。「くつかけ」と読むそうです。名前の由来は沓掛権右衛門が避けず栗を始めたあことに由来するそうです。画像にあるのは沓掛酒造の直売店郷の蔵になります。郷の蔵は通りに面していてわかりやすいですが蔵自体は少し奥まっていてわかりにくかったです。この蔵では福無量という日本酒を作っていて香りが高く味わいのある上田市の地酒になっています。蔵開きがされ、蔵の見学ができるので日本酒に興味のある人はぜひ訪れてみてください。	2020-05-26
	83	[image: 岡崎酒造]	岡崎酒造	岡崎酒造は亀齢という日本酒を製造している会社です。2015年には関東信越国税局酒類鑑評会の吟醸部門において最優秀賞を受賞したこともある長野県を代表する日本酒です。1665年から、伝統的な手法を使い信州の米と水を使って作られていて、米の旨味が生きた辛口酒になっています。私も飲んだことがありますが、辛口なのに辛すぎずとても飲みやすかったです。岡崎酒造は柳町にあり、江戸時代の街道を思わせるような外観の中にあるので、ぜひ景色を楽しみに訪れてみてください。	2020-05-26
	84	[image: 竹採公園]	竹採公園	かぐや姫の伝説の舞台とされている、市からかなり推されているスポット。竹をはじめとした植物が多く存在しているが、定期的に整備されており、物語を想起させる雰囲気を纏う。一年に一度なかなかの規模のお祭りも開催され、その際にはいくつかの出店と地域の伝統芸能の発表でにぎわいを見せる。日が暮れてから訪れると、また違った顔を覗かせる。	2020-05-25
	85	[image: 斐太高校（岐阜県高山市）]	斐太高校（岐阜県高山市）	自分の母校である。ドラマ化もされた白線流しのモデルとなった高校であり自分も卒業式に経験した。さらにアニメ「氷菓」のモデルであり作者の出身校でもある。アニメのファンが聖地めぐりと称してこの学校に訪れることもよくある。この高校で文武両道の学生生活を送ることができたことを誇りに思う。	2020-05-25
	86	[image: そば処ふるさとの草笛]	そば処ふるさとの草笛	手打ちそばを楽しむことのできるそば処ふるさとの草笛は、長野県外からも足を運ぶ人の多い人気のお店です。間近でそばを打っているところを見学することも可能です。東御市の特産品であるくるみを使ったくるみそばなどのメニューがあります。本格的なそばを楽しむことができます。	2020-05-25
	87	[image: 海野宿跡]	海野宿跡	海野宿は1625年に北国街道の宿駅として開設されました。現在でも当時の景観を維持しており、風情が漂っています。休憩処や物産処もあり、東御市では人気の観光スポットとなっています。
また、昭和61年には日本の道百選、62年には重要伝統的建造物群保存地区に選定されています。	2020-05-25
	88	[image: 雪国の知恵！ＪＡえちご上越前バス停]	雪国の知恵！ＪＡえちご上越前バス停	場所：新潟県上越市藤巻、JAえちご上越前
私が住む新潟県上越市は冬の降雪量がとても多い地域で、このようにバスを待っている人を雪や冬の寒さからしのいでくれるつくりのバス停が多くみられます。古くからここに建てられているのかサビなどは目立ちますが、ゴミなどは一切なく清潔に保たれています。地域の人の思いやりの表れだと感じます。	2020-05-25
	89	[image: 松本城]	松本城	松本城は戦国時代の永正年間に造られた深志城が始まりで、現存する五重六階の天守の中で日本最古の国宝の城です。黒と白のコントラストがアルプスの山々に映えて見事な景観です。松本城は標高590メートルの盆地内平地に位置しています。江戸の家康を監視する城として、甲府城･高島城･上田城･小諸城･沼田城とともに秀吉側の城主が配置された江戸包囲網のひとつの城といわれています。
 松本城の桜は、加藤清正が城見のために松本城を訪れた時に駒をつないだという話を伝える桜です。春にお散歩をしながらお花見をするのもおすすめです。	2020-05-24
	90	[image: 下塩尻　庚申塔]	下塩尻　庚申塔	庚申塔（こうしんとう）は、庚申塚（こうしんづか）ともいい、中国より伝来した道教に由来する庚申信仰に基づいて建てられた石塔のことを言います。庚申講を3年18回続けた記念に建立されることが多いそうです。塚の上に石塔を建てることから庚申塚、塔の建立に際して供養を伴ったことから庚申供養塔とも呼ばれています。

出典：庚申塔 - Wikipedia
庚申という言葉もその歴史についてもあまり知る人は少ないのではないかと思います。実際に調べてみると多くの歴史があり、様々な情報があるため歴史的に興味が持てます。他の都道府県にもあるため、実際にその場へ赴き、どういった歴史があったのか調べたくなります。	2020-05-21
	91	[image: 上塩尻神社]	上塩尻神社	祭神は諏訪大明神です。奈良時代に舎人嶋（現元宿）に創建したが、1595年（文禄4）の大洪水で流出し、1709年（宝永6）現在地に再建した。
上塩尻は養蚕が盛んだったようで、立派な土塀に囲まれた家々が狭い道沿いに立ち並んでいます。狭い道を登って行くと神社が建っており、祠には万葉歌碑が祀られています。一度再建はされたものの、古くから万葉歌碑が現在も残っているのはとても面白い。	2020-05-21
	92	[image: 下塩尻 桜づつみ ホタルの里]	下塩尻 桜づつみ ホタルの里	長野県上田市にある下塩尻桜づつみホタル水路は、春は美しい桜並木、ホタル舞う水辺環境を地域ぐるみで復元させ、ホタルの故郷づくりをしています。
夏には、水路に沿って歩きながら、ホタルを観賞することができます。
上田市で上田紬で有名な蚕とはまた違った魅力で観光する人々を魅了し、人々を寄せ付ける桜づつみのホタル水路。その魅力に誰もが興味を持てるだろう。	2020-05-21
	93	[image: 天満宮]	天満宮	1771年（明和8年）の創建と伝えられ、舟形の地形が特徴です。古い絵馬や俳句の額が掲げられています。明治6年に村社になり、かつては春秋の例祭には村人の踊り、大々神楽、相撲等が奉納されました。敷地内には、福島安正書の「菅公一千年記念碑」もあります。
出典：『上田 しおじり』／塩尻地区近代化遺産活用ガイドブック編集委員会／ 発行 上田市教育委員会 2003年3月

学問の神様とも呼ばれている菅原道真を祭神とする神社の一つであり、正月にはここで年を越す方もいます。昭和時代からありながらきれいなまま現存しているのが面白い。	2020-05-21
	94	[image: 水天宮]	水天宮	下塩尻字日月地籍に舟人の守護神、水の神、安産の神として水天宮が祀られています。千曲川水系では比較的大きな社殿と言われ、毎年9月には神主が来場して区民が例祭を行っています。
出典：『上田 しおじり』／塩尻地区近代化遺産活用ガイドブック編集委員会／ 発行 上田市教育委員会 2003年3月

少子化という地域課題がある中でこういった神様が祀られていることにより地域の方々に安心と安寧を与えているという歴史的な効果が素晴らしく、興味を持たせてくれる。	2020-05-21
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